
あ
る
解
釈
学
的
体
験

——

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
覚
書
・

安

富

信

哉

 

半
年
間
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
滞
在
を
終
え
て
京
都
に
戻
っ
た
の
は
昨
年 

七
月
中
旬
で
あ
っ
た
。
京
都
特
有
の
じ
っ
と
り
と
肌
に
ま
と
わ
り
つ
く
暑 

さ
、

ひ
し
め
く
よ
う
な
市
中
の
家
並
、

こ
ん
も
り
茂
る
竹
林
の
風
景
、
な 

ど
が
、

も
と
の
生
活
現
場
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
を
私
に
実
感
さ
せ
た
。

が
・ 

も
う
足
は
京
都
の
地
を
踏
ん
で
い
る
の
に
、
頭
は
ま
だ
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン 

に
い
る
と
い
う
感
じ
が
し
ば
ら
く
抜
け
な
か
っ
た
。

あ
れ
か
ら
さ
ら
に
九 

ヶ
月
。
昨

今
で

は

、

日
常
生
活
の
慌
し
さ
の
な
か
に
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン 

の
日
々
も
記
憶
の
彼
方
へ
と
遠
の
い
て
い
る
感
じ
だ
。

宮

下

晴

輝

氏
(

仏
教
学
科
専
任
講
師)

と

小

生

が

本

学

か
ら

派

遣

さ
れ

、
 

出
席
し
た
の
は
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学(

州
立)

の
仏
教
科
の
い
く
つ
か

〔註
〕

の
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

す

な

わ

ち

「
浄
土

論

」

お

よ

び

「
三
性
論
」

の
二
つ 

の
講
読
の
ク
ラ
ス
、

そ

れ

に

浄

土

教

の

ジ

ョ

イ

ン

ト

・
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ 

た
。

と
り
わ
け
毎
週
金
曜
日
、
午
後
ニ
時
半
よ
り
五
時
ま
で
、
く

百

エ

第 

工
巴一

十

二

階

の

南

ア

ジ

ア

研

究

科

の

一
室
で

開
か
れ

た
こ

の
浄
土
教
の 

特
別
セ
ミ
ナ
ー
に
助
言
者
と
し
て
出
席
す
る
こ
と
は
、
今
回
の
滞
在
の
主 

要
な
目
的
で
あ
っ
た
。

今
回
の
こ

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
、
わ
れ
わ
れ
の
滞
在

の
万
端
を
お
世
話
下
さ
っ
た
の
は
、

仏

教

学

科

主

任

の

清

田

実(

負1
。2

 

1 <
2

。
益)

教

授
で

あ
る
。

米
国
生
ま
れ

の
先
生
は
、
戦
後
東
大
印
哲
に
留 

学
、

一
九
六
一
年
九
月
に
、
故

リ

チ

ャ

ー

ド

・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
博
士
の
構
想 

の
も
と

に
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
大
学
院
に
仏
教
学
の
コ
ー

ス
が
開
設
さ 

れ
る
や
、

チ

ベ

ッ

ト

学

の

ア

レ

ッ

ク

ス

・
ウ

ェ

イ

マ

ン

教

授(

現
コ
口
ン
ビ 

ア
大
教
授)

と
と
も
に
、
中

国

，
日
本
仏
教
の
講
座
を
担
当
す
べ
く
本
学
科 

に
就
任
、
今
日
に
至
っ
て

い
る
。

:
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一
9
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な
ど

多
く
の
ご
著
書
が
あ
る
。

先
生
は

、

こ 

の
セ
ミ
ナ
ー
に
向
け
て
次
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
ら
れ
た
。

I. 
Them

es and A
ssum

ptions
1. 

Problem
atics : O

rigin and D
evelopm

ent of the term
 

“ Pure Land ”
2. 

The Buddha of Pure Land and Bodhisattva D
har- 

m
akara

3. 
V

ow : The Sw
itch from karm

ic Transm
igration to 

Transferring M
erits

4. 
Nem

butsu
: its Existential M

eaning and Problem
atic

5. 
The M

eaning of Faith
: Belief in the “ Incom

pre
hensible ”

II. 
Indian and Chinese Canonical Sources

1. 
The Triple Sutra : Its Literary H

istory
2. 

V
asubandhu

’s U
padesa: The Practice of Purification



3. 
The 

Chinese 
Textual 

D
evelopm

ent 
: The 

Three 
Stream

s of Pure Land Thought
4. 

T'an-luan
’s Lunchu

: Jiriki and Tariki
5. 

Shan-tao
’s 

Kuan-ching-su
: 

The 
Salvation 

of the 
“ W

icked ”
III. 

The Japanese System
atizations

1. 
The H

istorical Background
2. H

onen and H
is Thought

3. 
Life of Shinran

4. 
Shinran

’s Kyb-gyo-shin-sho : Salvation through A
b

solute Faith
5. Shinran

’s Concept of Salvation
: Shbjbju 

Epilogue : A
n Interpretation of Pure Land Thought from

a M
ahayana Perspective

こ
の
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
、
私
た
ち

の
担
当
が
割
り
振
り
さ
れ
た
。

し
か 

し
半
年
間
の
セ
ミ
ナ
ー
と
は
い
っ
て
も
、
途
中
の
休
み
を
入
れ
る
と
開
講 

さ
れ
た
の
は
十
三
回
し
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
十
三
回
で
消 

化
す
る
の
は
不
可
能
と
予
想
さ
れ
た
が
、

予

想

は

あ

た

り

、

第
三
部
の 

5

卷̂

1112,1:ご
3,は

〇
115  

は
二
回
し
か
残
さ
れ
て
い
な
か 

っ
た
。
小

稿
で

は

、
し
ば
ら
く
素
雑
な
メ
モ
を
た
ど
り
な
が
ら
、

セ
ミ
ナ 

—
風
景
の
数
コ
マ
を
点
描
す
る
こ
と
に
し
て
み
た
い
。

〔註
〕

本
学
と
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
仏
教
科
と
の
間
に
は
、
数
年
前
か
ら
学
術

交
流
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
今
回
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
も
、
そ
の
ー 

環
と
し
て
行
わ
れ
た
。
な
お
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
仏
教
科
の
沿
革
に
っ 

い
て
は
、
両
瀬
渉
氏
が
「
ア
メ
リ
カ
の
仏
教
研
究
の
動
向!
!

ウ
ィ
ス
コ
ン 

シ
ン
大
学
の
場
合!

」(

『
真
宗
』
昭
和
58
年9

月
号)

と
題
し
て
紹
介
さ 

れ
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
の
第
一
部
は
、

1
6
1
1
1
05

亠

ヨ刁
5
1
1
！1
19

ナ
〇,1

1
5

で
、
浄

土

、
 

阿
弥
陀
仏
、
業

、

回
向
、
念
仏
な
ど
浄
土
教
の
基
礎
概
念
が
論
じ
ら
れ

た
。 

一
月
二
十
五
日 

こ
の
日
は
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
、
わ
れ
わ
れ
二 

名
の
簡
単
な

紹

介

の

あ
と

、
講
座
内
容
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
と
ク
ラ
ス
日
程 

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
清

田

先

生
は

、

ア
メ
リ
カ
で
は
禅
の
研
究
は
進 

ん
で
い
る
し
出
版
さ
れ
る
本
の
数
も
多
く
が
、

日
本
で
最
も
有
力
な
浄
土 

教
に
つ
い
て

は
ほ
と

ん
ど

研
究
が
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、

そ
の
意
味
で
今
回 

の
セ
ミ
ナ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
は
最
初
の
試
み
で
あ
り
、
意
義
も
深 

い
と
強
調
し
た
。

そ
の
あ
と
ペ
ー
パ
ー
が
配
ら
れ
、
十
五
分
間
の
黙
読
の
あ
と
質
疑
応
答 

に
入
っ
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
と

し
て

は
、⑴

西
洋
の
仏
教
学 

者
(

マ
ッ
ク
ス
，
ミ
ュ
ラ
ー
、

コ
ン
ゼ
な
ど)

に
お
け
る
浄
土
教
の
認
識
の
水 

準

、⑵

仏
教
学
の
方
法
一
論(

文
献
学
的
方
法
、
哲
学
的
方
法
な
ど)

の
問
題
占
べ 

⑶

真

宗
学

の
方
法
論
の
問
題
点
、

な
ど
が
あ
っ
た
。
清

田

先

生
は

、

こ
れ 

ら
を
概
括
し
た
上
で
、
浄
土
教
の
本
質
を
大
乗
仏
教
の
文
脈
の
な
か
で
把 

え
る
こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
た
。
私

は

、
真
宗
学
の
成
立
の
経
緯
や
問
題 

点
に
つ
い
て
若
千
の
補
足
説
明
を

し
た
。

二
月
一
日 

こ
の
日
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
宮
下
氏
で
あ
っ
た
。

以
後 

の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

清
田
先
生
が
用
意
さ
れ
た
ペ
ー
パ
ー
を
も
と
に
展
開
し



た
が
、
当
日
は
、

そ

の

な

か

の

「
浄
土
」

の
問
題
が
中
心
テ
ー
マ
と
な
っ 

た
。

学
生
の
質
問
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
比
較
思
想
的
な
観
点
か
ら
の 

質
問
、

「
浄
仏
国
土
」
(
氏
も
总
毘
一
・
皆
上3

 

は
ど
の
よ
う
な
原
典
的
根 

拠
を
も
っ
か
、
仏
国
土
の
思
想
は
仏
教
本
来
の
思
想
と
い
え
な
い
の
で
は 

な
い
か
、

な
ど
の
質
問
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、

平
川
彰
博
士
の
学
説
に
準
拠
す
る
清
田
先
生
と
そ 

れ
に
反
論
す
る
宮
下
氏
と
の
間
に
意
見
の
応
酬
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
、 

仏
教
学
を
専
門
と
し
な
い
私
に
と
っ
て
も
甚
だ
興
味
ぶ
か
い
も
の
で
あ
っ 

た
。

清

田

先

生

の

所

見

に

対

し

て

、

思

わ

ず

宮

下

氏

が

、ノ

0
1
1  

€
け

0
！1
叟

こ

と

大

喝

し

、

ク
ラ
ス
が
一
瞬
シ
ー
ン
と
静
ま
り
返
っ
た
こ
の 

日
の
光
景
は
、
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

毎
回
の
セ

ミ
ナ
ー
の
出
席
者
は
、

学
生
十
名
、
教

員

三

名(

宮
下
氏
と
私 

に
は
黒
纟
【
€

1
^

ヨ
〇'
匕
の
身
分
証
が
発
行
さ
れ
た)

の
構
成
で
あ
っ
た
。
博 

士
課
程
の
学
生
あ
り
、
学

部
生
あ
り
、
聴
講
生
あ
り
で

、
仏
教
の
研

究

歴

、
 

問
題
関
心
も
様
々
で
あ
っ
た
が
、
質
問
の
内
容
や
質
に
か
か
わ
ら
ず
、

学 

生
の
発
言
が
何
の
て
ら
い
も
な
く
さ
れ
る
の
は
、

い
か
に
も
ア
メ
リ
カ
人 

ら
し
い
と
思
っ
た
。

た
だ
そ
こ
で
危
惧
さ
れ
た
の
は
、
議
論
が
浄
土
三
部 

経
や
浄
土
教
の
論
疏
に
根
ざ
し
て
展
開
し
な
い
た
め
に
、

問
題
の
焦
点
が 

絞
ら
れ
る
よ
り
拡
散
す
る
と
い
う
傾
向
が
生
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
質
問 

と
応
答
の
な
か
で
、
当
日
の
主
題
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
場
面
も 

あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
浄
土
教
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
の
第
一
の 

困
難
は
、
英
語
テ
キ
ス
ト!

そ
れ
が
原
典
で
あ
れ
、
解
説
書
で
あ
れ!

 

が
不
十
分
な
点
に
あ
る
。

研

究

歴

の

浅

い

人

や

中

国

・
日
本
仏
教
を
専
攻

し
な
い
人
に
と
っ
て
、
漢
文
や
日
本
語
の
原
典
や
専
門
書
に
直
接
あ
た
る 

の
は
不
可
能
に
近
い
。

そ
の
場
合
頼
み
の
綱
は
、
英
語
テ
キ
ス
ト
と
い
う 

こ
と
に
な
る
。

日
頃
、

語

学
(

パ
ー
リ
語
、
梵
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
漢
文
、
日 

本
語
な
ど)

の

予

習

に

追

わ

れ

る

コ

ー

ス

・
ワ
ー
ク
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
 

セ
ミ
ナ
ー
の
準
備
は
容
易
で
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、

そ
の
な
か
に
あ 

っ
て
、
彼
ら

は

、
数
少
な
い
浄
土
教
関
係
の
英
語
文
献
を
回
わ
し
読
み
し 

て
い
た
。

二
月
ハ
日
、
十
五
日 

八
日
以
降
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
の
形
式
が
変
っ
た
。 

谷
大
の

教

員
が

、
清
田
先
生
の
ペ
ー

パ
ー

の
主
題
に
沿
っ
て

、

そ
れ
ぞ
れ 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

そ
の
あ
と
先
生
の
司
会
で
学
生
と
討
論 

す

る
と

い
う
形
式
が
と
ら
れ
た
。

先
生
は

、

セ
ミ
ナ
ー
の
基
本
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
わ
れ
わ
れ
に
委 

ね
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

責
任
重
大
と

な

っ

た

。

八
日
、

十
五
日
の
両 

日
は
、

宮

下

氏
が
担
当
し
た
。

氏

は

、

業
と

回

向

、

菩
薩
思
想
と
授
記 

0

意

義

、

阿
弥
陀
仏
の
概
念
な
ど

、

お
よ
そ
浄
土
教
に
つ
い 

て
研
究
し
よ
う
と
す
る
者
の
基
本
的
な
確
認
事
項
に
つ
い
て
、
東
西
の
仏 

教
学

者
の
説
を
紹
介
し
な
が
ら
、

ほ
ぼ
時
間
の
全
部
を
使
っ
て
、
水
準
の 

高
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
綿
密
に
準
備
し
た
ノ
ー
ト
を
厳 

し
い
表
情
で
読
み
あ
げ
る
氏
の
横
顔
が
想
い
出
さ
れ
る
。 

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
質
疑
応
答
の
と
き
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
最
大
の
障 

害
は
英
語
で

あ
っ
た
が
、
清

田

先

生
は

、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
モ
ニ
タ
ー 

の
役
を
務
め
ら
れ
た
。
議
論
が
嚙
み
合
わ

な
い
と
き

に
は
、

か
ら
ん
だ
糸 

を
ほ
ぐ
す
よ
う
に
、
問
題
点
を
整
理
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
学
生
側
で 

は
、

セ
ミ
ナ
ー
唯
一
の
日
本
人
、
後

根

定

璽

氏(

大
正
大
出
身
、
在
米
九
年)



の
協
力
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
毎
回
セ

ミ
ナ
ー
が
終
了
す

る
と

、 

学
生
た
ち
が
わ
れ
わ
れ
の
プ
レ
ぜ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
程
度
理
解
で
き 

て
い
る
か
コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。

二
月
二
十
二
日 

こ
の
日
は
回
向
と
い
う
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
私
の
初 

め
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。

私

は

、

・『
2
0

 0

ミ
ミ

ミ̂
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ミ0
0
・
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8
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ミ
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ミ
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と
い
う
二
枚
の
レ
ジ
メ 

を
用
意
し
た
。

そ
の
レ
ジ
メ
の
な
か
で
、
私

は

、
浄

土

教

の

経

・
論

・
疏 

の
な
か
か
ら
、
真
宗
学
で
回
向
を
論
ず
る
場
合
に
必
ら
ず
重
視
さ
れ
る
で 

あ

ろ

う

数

節

を

ピ

ッ

ク

・
ア
ッ
プ
し
て
翻
訳
し
、

回
向
思
想
の
歴
史
的
展 

開
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
よ
う
と
考
え
た
。

そ

の

翻

訳

文

が

ひ

と

つ

の 

道

筋

と

な

っ

て

、
親
鸞
の
本
願
力
回
向
の
思
想
が
明
ら
か
に
な
る
は
ず 

で
あ
っ
た
。

し
か
し
学
生
に
は
、
私
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
よ
く
呑
み
こ
め
な 

か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
途
中
か
ら

い
く
つ
か
の
質
問
が
出
た
が
、

い
ま 

覚
え
て
い
る
の
は
、

ジ

ム

・
ス
テ
ッ
ド
マ
ン
氏
か
ら
の
も
の
で
、①

回
向 

と
主
体
の
関
係
に
つ
い
て
。

も
し
本
願
力
回
向
が
働
ら
く
な
ら
ば
、
主
体 

の
責
任
の
問
題
は
ど
う
な
る
の
か
。②

回
向
と
恩
寵
の
問
題
に
つ
い
て
。 

キ
リ
ス
ト
教
の
恩
寵
思
想
と
浄
土
教
の
回
向
思
想
に
は
ど
の
よ
う
な
差
異 

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
——

な
ど
の
質
問
で
あ
る
。

こ
の
問
い
は
重
要
と
思 

わ
れ
た
が
、
私

は

、

ジ
ム
の
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
納
得
の
い
く
よ
う
な 

リ
ス
ポ
ン
ス
は
、
残
念
な
が
ら
で
き
な
か
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
あ
と
、

ジ

ェ

ミ

ー

・
ハ
バ
ー
ト
氏
は
、 

「
真
宗
の
救
済
論
を

明
ら

か
に
す

る
に
は
、
心
理
学
の
回
路
、
哲
学 

の
回
路
、
い
く
つ
か
の
回
路
を
と
っ
て
発
表
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
人
が
持
っ
て
い
る
回
路
で
話
さ
な 

い
と
、
全
く
話
が
通
じ
な
い
の
で

は
な
い
か
」 

と
言
い
、

ビ
ル
・
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
氏
は
、

「
先
生
の
英

語
は

、

ク
ラ
ス
の
人
た
ち
も
大
体
は
分
か
る
と
思
う
。 

し
か
し
浄
土
教
に
つ
い
て

は
、

こ
ち
ら
の
学
生
は
基
礎
知
識
が
な
い 

の
だ
か
ら
、

日
本
の
学
生
に
話
す
の
と
は
違
っ
た
や
り
方
を
取
ら
ね 

ば
な
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
的
な
教
え
方
が
必
要
で
は
な
い
か
」 

と
述
べ
た
。
要
す

る
に
、

こ
こ
は
ア
メ
リ
カ
だ
、

日
本
で
は
な
い
、

と
い 

う
こ
と
で
あ
る
。
眼
の
前
に
何
か
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
よ 

う
で

あ
っ
た
。

カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ツ
ク
と
は
、

こ
れ
で
あ
ろ
う
。 

と
に
か
く
こ
れ
か
ら
こ
の
調
子
で
セ
ミ
ナ
ー
に
臨
む
こ
と
は
許
さ
れ
な 

か
っ
た
。
私
は
講
義
の
よ
う
に
十
分
な
時
間
を

取
れ
な
い
セ

ミ
ナ
ー
で

は
、 

浄
土
や

回
向
と
い
う
テ
ー
マ
を
一
般
概
念
と
し
て
話
す
こ
と
に
限
界
を
感 

じ
た
。
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
を
根
本
か
ら
考
え
直
さ 

ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
、
た
と
え
ば
、
『
論
註
』

の
他
力
観
——

 

と

い
う
よ
う
に
テ
ー
マ
の
範
囲
を
絞
る
こ
と
。

セ
ミ
ナ
ー
の
発
表
者
は
、 

討
論
の
材
料
を
ク
ラ
ス
に
提
供
す

る
の
で

あ
る
か
ら

、
自
分
の
浄
土
教
へ 

の
立
場
を
も
っ
と
前
面
に
出
す
こ
と
。
等
々
に
も
っ
と
留
意
す
べ
き
だ
と 

考
え
た
。

二
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
の
こ
の
時
期
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ス
シ
ン
の 

寒
気
が
も
っ
と
も
酷
し
い
と
き
で

、
屋
外
の
気
温
は
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
三
十 

度
ほ
ど
ま
で
下
が
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

大
学
へ
出
な
い
日
は
南
極
の
越
冬 

隊
員
の
よ
う
に
一
日
部
屋
に
じ
っ
と

し
て

い
た
が
、
窓
の
外
に
降
り
し
き 

る
雪
を
ぼ
ん
や
り
眺
め
て
い
る
と
、
気
持
が
滅
入
っ
て
く
る
ば
か
り
で
あ



っ
た
。

三
月
一
日 

こ

の

日

の

セ

ミ

ナ

ー

は

「
念
仏
」

が
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。 

宮
下
氏
は
、
「
念
仏
」

の
語
源
、
思
想
の
起
源
に
つ
い
て

、
ミ

ミ

包

と

い
 

う

語

、
『
無
量
寿
経
』

の
念
仏
思
想(

称

名

・
聞

名

・
念

仏

・
見
仏
・
浄
信
，
往 

生
の
プ
ロ
セ
ス)

の
確
認
を
通
し
て
、
浄
土
教
の
念
仏
思
想
を
考
え
る
た
め 

の
基
本
的
視
座
を
提
示
し
、
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。

私

は

、

コ
ン
セ
プ
ト
の
範
囲
を
絞
っ
て
や
ら
ね
ば
先
週
の
二
の
舞
に
な 

る
と
恐
れ
た
の
で
、
法
然
の
念
仏
観
を
通
し
て
、
念
仏
の
思
想
に
ア
プ
ロ 

—

チ
し
て
み
よ
う
と
思
い
、

『
一
枚
起
請
文
』

を

取

り

上

げ

る
こ

と

に

し 

た
。

『
起
請
文
』

は
、

法
然
の
念
仏
観
を
最
も
簡
潔
に
か
つ
美
し
く
表
現 

し
て 
い
る
が
、

そ

の

訳

文

:ヽ

『
ま

〇

ミ

—5 '
さ̂

0
0
0

ご
打
密
卄——N

0

ミ
も5  

3

さ
さ/

昂
5
さ
冬
こ
を

後
根
氏
を

通
し
て

コ
ピ
ー
で
き

た
の
は
、

私
に 

と
っ
て
幸
い
で
あ
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ま

ず

『
一
枚
起
請
文
』

の
背
景
に
つ
い
て
説
明
し
、
 

そ

の

あ

と

学

生

の

ラ

ン

デ

ィ

・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ス
氏
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
。 

私
は
、

念
仏
の
意
味
に
つ
い
て
、
身

・
ロ

・
意
の
三
業
と
い
う
観
点
か
ら 

ま
と
め
て
み
た
。

す
な
わ
ち

口
業
の
念
仏
で
称
名
に
つ
い
て
、
意
業
の
信 

心
で
信
仰
に
つ
い
て
、
身
業
の
礼
拝
で
念
仏
者
の
生
き
ざ
ま
に
つ
い
て
話 

し
て
み
た
。

そ
れ
か
ら
質
疑
に
入
っ
た
。
当
日
は

、

シ

カ

ゴ

大

よ

り

ポ

ー

ル

・
グ
リ 

フ
ィ
ス
教
授
が
来
訪
し
た
。

仄
聞
す
る
と
こ
ろ
、
氏
は
清
田
門
下
の
逸
材 

で
阿
毘
達
磨
が
専
門
と
の
こ
と
で
あ
る
。
私

は

、

ク
ラ
ス
で
同
教
授
よ
り
、

な
ぜ
他
仏
で
は
な
く
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
の
か
。

学

問

不

要

を

説

く

『
起 

請
文
』

の
思
想
と
真
宗
学
の
立
場
に
矛
盾
は
な
い
の
か
、

な
ど
の
質
問
を 

う
け

た
。

そ
の
ほ
か
の
学
生
か
ら
、
念

仏

の

呼
吸
法
に
つ
い
て

、
念
仏
と 

見
仏
に
つ
い
て
、

キ
リ
ス
ト
教
の
称
名
と
の
同
異
点
に
つ
い
て
質
問
が
あ 

っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
後
、

ポ
ー
ル
氏
は
、

同
学
の
宮
下
さ
ん
と
話
が
は
ず
ん 

だ
よ
う
で
あ
る
。

『
一
枚
起
請
文
』

の
思
想
は
、

学
生
に
は
比
較
的
よ
く
理
解
で
き
た
よ 

う
で
あ
っ
た
。
年

輩

の

学

生

で

あ

る

ケ

ン

・
マ
ク
ラ
ー 

ノ
ン
氏
は
、
念
仏 

者
の
生
き

方
に
共
鳴
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
し
、
禅
を
長
年
や
っ
て
い
る
聴 

講

生

の

ジ

ュ

リ

ー

・
レ

デ

ィ

ン

グ(

彼
女
は
ミ
ル
ウ
ォ
—
キ
ー
の
某
大
学
の
人 

口
学
の
教
授
と
聞
く)

女
史
は
、
『
起

請

文

』

に

「
美

し
い
」
と
讃
辞
を
惜
し 

ま
な
か
っ
た
。

三
月
ハ
日 

当

日
は
、
浄

土

教

に

お

け

る

「
信

」

が
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。 

最

初
に
宮
下
氏
が
、5

ミ0

ミ0

 0
7
。

呂0

0
2
 

の
概
念
に
つ
い
て
、

ま
た
英 

語

の

目

彷

と

ネ
=
2

と

の
関
連
に
つ
い
て
、

梵

本

の

『
大
経
』

に
拠 

り
な
が
ら
、
懇
切
に
説
明
し
、
「
仏
法
の
大
海
は
信
を
も
っ
て

能
入
と
す

」 

(

『
大
智
度
論
』)

と
い
う
言
葉
で
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を

閉
じ
た
。

こ 

の
頃
の
氏
は
、

口
髭
を
た
く
わ
え
、

い
か
に
も
気
鋭
の
仏
教
学
者
と
い
う 

風
貌
で
あ
っ
た
。

私

は

、
清

田

先

生

が

ご

自

分

の

ペ

ー

パ

ー

で

「
信

」

に
つ
い
て
言
及
し 

て
お
ら
れ
る
箇
所
に
、
取
り
上
げ
て

み
た
い
問
題
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
関 

し
て
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
。
先

生

は

、

ペ
ー
パ
ー
で
法
蔵
菩
薩
の 

問
題
に
触
れ
、

二
つ
の
解
釈
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
た
。
第

一

は

、
平
川
彰 

博
士
の
法
蔵
菩
薩
観
で

あ
り
、
第

二

は

、
曾
我
量
深
氏
の
法
蔵
菩
薩
観
で



あ
っ
た
。

か

つ

て

伊

東

慧

明

・
坂

東

性

純

両

先

生

の

英

訳

で

、

・
〇
ミ,
 

ミ0
武

ミ

8
0
ユ

ミ5

ミ

き

こ
(

『
イ
ー
ス
タ
ン
・
ブ
デ
ィ
ス
ト
』
第
一
巻
一
号
一
九 

六
五
年
所
収)

と
題
し
て
、

曾
我
先
生
の
法
蔵
菩
薩
論
が
ま
と

め
ら
れ

た 

が
、
こ

れ

が

フ

レ

デ

リ

ッ

ク

・
フ
ラ
ン
ク
氏
の
手
で
再
編
集
さ
れ
ヽ
：7

7

&
 

8

気0

さ
①
1
 
(
9
6

答

。
员

1
9
82

)

に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

清
田
先
生 

が
ベ
ー
パ
ー
で
引
用
し
た
の
は
、

こ
の
訳
で
あ
っ
た
。

一
方
、
平
川
先
生
に
は
、
「
如
来
蔵
一
と
し
て
の
法
蔵
菩
薩
」

と
い
う
論 

文
が

あ

り

、
冒

頭

で

曾

我

先

生

の

〈
法
蔵
菩
薩
は
阿
頼
耶
識
な
り
〉

と
い 

う
命
題
を
フ
ィ
ロ 

ロ
ジ
カ
ル
な
観
点
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
。
清
田
先
生 

は
、

ペ
ー
パ
ー
の
な
か
で
平
川
説
を
支
持
し
、
曾
我
先
生
を
批
判
し
て
お 

ら
れ
た
。

そ
こ
で
私
は
こ
の
日
の
テ
ー
マ
を
「
曾
我
量
深
の
法
蔵
菩
薩
観
」 

と
題
し
た
。

私
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
点
は
、
〈
法

藏"

阿
頼
耶
〉
説
成
立 

の
歴
史
的
背
景
の
説
明
で
あ
る
。

明
治
中
期
は
個
我
の
覚
醒
期
で
あ
る
が
、 

清

沢

満

之

の

「
自
己
と
は
何
ぞ
や
」

と
い
う
自
問
も
時
代
の
問
い
と
結
び 

つ
い
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
を
承
け
た
曾
我
量
深
の
青
年
期
の
課
題
も
自 

己
(

主
体)

の
探
求
に
あ
っ
た
。

私

は

、
「
地
上
の
救
主
」

と

「
我
等
が
久 

遠
の
宗
教
」

と

い

う

二

つ

の

初

期

の

論

文

の

一

節

を

翻

訳

・
紹

介

し
て

、
 

法
蔵
菩
薩
と
阿
頼
耶
識
の
探
求
が
、
共

に

「
真
実
の
我
」(

主
体)

の
探
求 

と
離
れ
て
い
な
い
こ
と
に
触
れ
、

さ

ら

に

『
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の 

三
心
観
』

で

〈
法
蔵
儿
阿
頼
耶
〉

説
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
た
。 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
第
二
点
は
、

平
川
先
生
の
批
判
の
出
発
点
に 

な
っ
て
い
る
の
が
、

フ
ィ
ロ 

ロ
ジ
イ
か
ら
の
批
判
で
あ
っ
た
の
で
、

フ
ィ 

ロ
ロ
ジ
カ
ル
な
誤
り
は
、

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
カ
ル
な
誤
り
と
は
必
ず
し
も
言

え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
私

は

、
原
始
仏
教
で
説
か
れ 

た

無

我

の

思

想

が

『
涅
槃
経
』

で
真
我
の
思
想
に
お
い
て
批
判
的
に
継
承 

さ
れ
て
い
る
こ
と
、

「
義
に
よ
っ
て
語
に
よ
る
な
」

と
教
説
さ
れ
て
い
る 

こ
と
に
触
れ
、
平
川
先
生
の
批
判
が
曾
我
説
を
根
本
的
に
否
定
し
尺
し
た 

も
の
か
ど
う
か
疑
問
を
呈
し
た
。

こ
の
よ
う
な
主
題
を
こ
と
さ
ら
持
ち
だ
し
て
も
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の 

仏
教
学

生
諸
氏
に
は
、
遠
い
国
の
論
争
と
し
て
し
か
映
ら
な
か
っ
た
か
も 

知
れ
な
い
。
私

の

見

解

が

清

田

先

生

の

耳

に

正

当

な0
0
吕
牯3

1
^

ー
ヨ目

!
：  

と
聞
こ
え
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
言
わ
ん
と
す
る
趣
旨
は
大
体
ご
了 

解
い
た
だ
け
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

三
月
十
五
日 

な
ん
と
な
く
日
脚
が
長
く
な
り
、
空
は
水
色
に
澄
ん
で 

春
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
い
て
い
た
ら
、

：
ッ1

6
3

 

出I

二

と

叫

ぶ

学

生

の

声

が

聞

え

た

。

セ
ミ
ナ
ー
は
、

こ

の

日

か

ら

第

二

部I
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に
入
っ
た
。

清
田
先
生
の
ペ
ー

パ
ー
で

は
、
最

初

に

『
え

7
7

も̂

9.0

ミ
心
と
あ
っ 

て
、
浄
土
三
部
経
、
就
中
そ
の
成
立
史
的
な
問
題
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て 

い
る
。

こ
の
論
稿
に
関
連
し
て
、

宮

下

氏
は

、
『
初
期
大
乗
仏
教
の
成
立 

過

程

』(

静
谷
正
雄
著)

を
紹
介
す
る
形
で
、

大
乗
経
典
の
成
立
過
程
の
な 

か
で
浄
土
経
典
が
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
説
明
し
、
学
生
の
大
き
な
関
心 

を
呼
ん
だ
。

三
部
経
の
な
か
で
は
、

『
観
経
』

と

『
阿
弥
陀
経
』

は

全

文

英

訳
が

あ



る
が
、
『
大
経
』

は
、

マ
ッ
ク
ス:

、
ユ
ラ
ー
の
梵
本
か
ら
の
翻
訳
と
英
訳 

『
真
宗
聖
典
』
(

ア
メ
リ
カ
仏
教
会
発
行)

に
正
依
大
経
の
部
分
訳
が
載
っ
て 

い
る
に
す
ぎ
な
い
。

私

は

、

三
部
経
の
成
立
史
的
な
問
題
に
つ
い
て
論
ず
る
力
は
な
い
の
で
、
 

思
想
的
な
問
題
に
つ
い
て
扱
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

た
だ
、
わ
ず
か
ー 

回
か
二
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
浄
土
三
部
経
の
内
容
を
概
観
す
る
に
は
、

そ 

の
思
想
を
最
も
基
本
的
な
線
に
単
純
化
し
て
表
現
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

私

は

、
浄

土

教

の

思

想

を

「
機

法
の
対
応
」

と
し
て
把
え
る
金
子
大
榮
先 

生
の
視
点

に

倣.
う
こ
と
に
し
た
。

ま

た

こ

れ

以

後

の

セ

ミ

ナ

ー

で

は

、
 

「
機

法

の
対
応
」

と
い
う
一
点
を
視
座
に
据
え
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

を
行
う
こ
と
に
決
め
た
。

『
口
伝
鈔
』

に
よ
れ
ば
、

『
大
経
』

は
、

法
の
真
実
を
説
く
経
典
と
さ 

れ
、
『
観
経
』

は
、
機
の
真
実
を

説
く
経
典
と

さ
れ

、
『
阿
弥
陀
経
』

は
、
 

結
経
と
さ
れ
て
い
る
。
私

は

、

こ
の
基
本
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
『
大
経
』 

の

法

蔵

菩

薩

の

物

語

を

「
法
の
ド
ラ
マ
」つ

1
1
6

ユ13
1
1
1
3

は

ミ

ミ

ミ3

、
 

す
な
わ
ち
南
無
阿
弥
陀
仏
の
神
話
と
し
、
『
阿
弥
陀
経
』

も

そ

の

な

か

に 

含
め

た

。
次

に

『
観
無
量
寿
経
』

に
つ
い
て
は
、

阿
闍
世
と
韋
提
希
の
物 

語

を

「
業
の
ド
ラ
マ
」
(

伊6

严

3
1
X
1
8
,  0

コ
へ
。
ミ

3

と
し
て
、
『
涅
槃
経
』 

も
そ
こ
に
含
め
た
。

私

は

、

「
法
の
ド
ラ
マ
」

と

「
業
の
ド
ラ
マ
」

を
チ 

ヤ
ー
ト
に
し
て
、
浄
土
三
部
経
の
物
語
を
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。 

三
月
十
五
日
は
、

「
法
の
ド
ラ
マ
」

に
つ
い
て
述
べ
て
終
っ
た
。

三
月
一
一 

十
二
日
は
休
日 
(

一
週
間
の
春
休
み)

で
、

三
月
二
十
九
日
の
セ
ミ
ナ
ー
の 

前

半

に

「
業
の
ド
ラ
マ
」

と
し
て
、

『
観
経
』

の
韋
提
希
と
阿
闍
世
の
物 

語
に
ふ
れ
た
。

三
部
経
の
物
語
に
最
も
深
い
関
心
を
示
し
た
の
は
ケ
ン
氏
で
あ
っ
た
。 

彼
は
本
業
は
政
府
の
役
人
で

、
長
年
身
障
者
の
問
題
に
従
事
し
て
き
た
ケ 

—

ス

・
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
す
で

に

心

理
学
で
IV[

・
人
を
修
得
し
、
現
在 

仏
教
学
で
？11-

〇
を
取
る
べ
く
大
学
院
に
在
藉
し
て
い
る
。

五
十
も
半
ば 

を
過
ぎ
て
い
る
。
彼

に

と

っ

て

『
観
経
』

へ
の
入
口
は
ユ
ン
グ
の
論
文
で 

あ
っ
た
が
、

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

と
り
わ
け
浄
土
教
の
人
間
観
、
就

中

「
機

」 

の
概
念
に
深
い
興
味
を
示
し
た
。
仏
教
研
究
に
ひ
と
き
わ
実
存
的
な
ア
プ 

ロ
ー
チ
を
と
る
氏
に
、
私
は
多
く
の
こ
と
を

教
え
ら
れ

た
。
当
初
氏
は
唯 

識
を
ド
ク
タ
ー
論
文
の
テ
ー

マ
に
予
定
し
て

い
た
が
、

や
が
て
浄
土
教
に 

変

更
さ
れ

た
。

三
月
二
十
九
日 

セ
ミ
ナ
ー
の
後
半
で
は
、
曇
鸞
の
他
力
観
を

扱
っ
た
。 

『
論
註
』

の
英
訳
は
、

一
九
七
三
年
に
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
に
提
出
さ
れ 

た
ロ
ジ
ャ
ー
・
コ
ー
レ
ス
氏
の
学
立
論
文

:ヽ
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〇
/
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旨

壬
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ミ
0?5

0

ミ2

ミ8
&

む
乂
こ
に
載
っ
た 

実
験
的
な
訳
業
が
唯
一
で
は
な
い
か
と
思
う
。

学
生
の
問
に
は
、
自

力

，
他
力
と

い
う
語
は
、
浄
土
教
の
大
切
な
概
念 

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
山

本

晃

紹

氏

の-

〇?
3
 ̂

0
1
 -

と
い
う
英 

文
の
小
著
を
読
ん
で

た
人
も
い
た
。

し
か
し
こ
の
本
は
、
学
問
的
な
も
の 

で
は
な
く
、
曇
鸞
に
は
殆
ん
ど
ふ
れ
て
い
な
い
。

わ
ず
か
な
時
間
で
、

し
か
も
隔
靴
搔
痒
の
感
の
つ
き
ま
と
う
英
語
で
、 

曇
鸞
大
師
の
他
力
観
の
要
諦
を
表
現
す
る
の
は
難
か
し
く
思
わ
れ
た
。 

『
論
註
』

の

な

か

で

「
他
力
」

と
い
う
語
が
出
て
く
る
の
は
、
上
巻
の 

最
初
と

下
卷
の
最
後
だ
け
な
の
で

、
私

は

こ

の

箇

処

を

鈴

木

大

拙

訳

『
教



行
信
証
』

を
参
照
し
て
翻
訳
し
、

こ
れ
を
配
布
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の 

『
論
註
』

か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
、
他
力
の
概
念
を

説
明
す

る
た
め
に
、 

①

菩

薩

の

苦

境 

5
3̂ 9

&.3
2

已)

、
②

信

仏

の

因

縁
(

盯
き
に 

0
3
4
1
5

は

〇-!
一)

、③

仏

力(
5-
鼠

邑〇

刃

〇.
〇.
！

1
3 )

と
い
う
三
本
の
柱
を
立
て
た

〇  

私

は

、
当
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
曇
鸞
の
他
力
観
は
、
仏
道
が
本
願
力
の
住 

持
に
よ
っ
て
始
め
て
成
就
す
る
こ
と
を
開
顕
し
た
の
だ
と
い
う
一
点
を
押 

え
よ
う
と
し
た
が
、
短
か
い
時
間
で
あ
り
、
発
表
は
練
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

セ
ミ
ナ
ー
の
あ
と
、
清

田
先
生
か
ら
は
、
他
力
の
真
実
は
、
人
生
の
労 

苦
を

通
さ
な
け
れ
ば
自
覚
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
の
手
厳
し
い
ご 

批
判
を
頂
戴
し
、
宮
下
氏
か
ら
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
ブ
ッ
ダ
と
い
う
の 

は
あ
ま
り
に
も
唐
突
だ
と
指
摘
さ
れ
た
。

た
だ
学
生
の
な
か
に
は
、

曇
鸞
の
他
力
観
を
別
な
仏
道
体
系
に 

疔
家
ー
ー
巴&
①

し
て
理
解
し
て
み
よ
う
と
す
る
人
も
い
た
。

私
の 

ー
ー
!
1
1
1
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と
ハ
う
三 

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
、

ケ
ン
は
、
唯
識
の
方
面
か
ら

、

三
性
説
の
遍
計
所 

執

性

、
依
他
起
性
、
円
成
実
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
あ
て
は
め
て
考
え
た
と 

述
べ
た
。

ま
た
ビ
ル
は
、
後

日

、
自
己
の
他
力
観
に
つ
い
て
、
原
始
仏
教 

の
無
我
説
と
関
連
さ
せ
て
、
縷
々
所
見
を
披
瀝
し
て
く
れ
た
。

四
月
十
二
日 

四

月

五

日

は

休

日0

〇
〇̂

审
え
こ)

。

こ
の
頃
に
は
学 

生
諸
氏
の
気
心
も
わ
か
っ
て
き
た
。

し
か
し
セ
ミ
ナ
ー
に
出
る
た
び
、
私 

は
真
宗
学
の
初
心
に
引
き
戻
さ
れ
る
想
い
が
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
他 

流
試
合
で
す
よ
、

と
は
清
田
先
生
の
常
の
仰
せ
で
あ
っ
た
が
、
私

は

、
ま 

る
で
新
米
の
少
年
剣
士
の
よ
う
に
緊
張
し
っ
ぱ
な
し
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら 

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
が
、
自
分
も
セ
ミ
ナ
ー
は
緊
張
し
ま

す
。

ど
こ
か
ら
学
生
が
打
ち
込
ん
で
く
る
か
分
ら
ぬ
か
ら
ヽ
と
剣
道
に
喩 

え
て
話
さ
れ
た
と
き
は
、
何
だ
か
セ
ミ
ナ
ー
の
部
屋
が
道
場
の
よ
う
に
思 

え
て
き
た
。
先
生
は
ク
ラ

ス
で

よ
く
角
砂
糖
や
飴
を
な
め
て
お
ら
れ
た
が
、 

一
種
の
精
神
安
定
剤
だ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

四
月
十
二
日
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

清

田

先

生

の.
ヘ
ー
パ
ー
で
は
、

「
極
悪 

人
の
救
い
」

と
い
う
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
補
足
す 

る
意
味
で
、
私

は

、

二
種
深
信
と
二
河
白
道
の
喩
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し 

た
。ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
善
導
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
は
寡
聞
に
し
て
私
は 

知
ら

な
い
が
、
ジ

ュ

リ

ア

ン;

ハ
ス̂

が
ヽ
ミ5

さ
孕̂

〇
は 6

0
ミ
ミ$

2-
 ヾ

0
3

ヨ0

は
ミ̂

0
7

ミ&

ヾ40
二

殳
ま,577
5，
3，
苹5

ミ7
。
こ

と

ハ

う

論

文

で

一

九 

七
三
年
に
マ
ク
マ
ス
タ
ー
大
学
で
学
位
を
取
っ
て
い
る
。

ま
た
ウ
ィ
ス
コ 

ン
シ
ン
大
学
で
は
、

羽
田
信
生
氏
が
善
導
を
研
究
し
、

：
『
ま

む

0

ミ
ヽ
。
や 

ミ・

辻 

0
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〇
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ミ
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に

き


一

一
〇
启
ー
ー
ニ
で
一
九
七
九
年
に
学
位
を
取
っ
て
い
る
。 

私

は

、
浄
土
信
仰
の
構
造
と

い
う
こ
と
で

、
善
導
の
二
種
深
信
に
焦
点 

を
あ
て
て
み
た
。
浄

土

教

の

信

仰

は

「
機

法
の
対
応
」

と
い
う
基
本
線
に 

単
純
化
す
れ
ば
説
明
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
私

は

、
善 

導

の

人

間

観

を

「
機

の
深

信

」

の
文
を
通
し
て
尋
ね
、

至
誠
心
の
倫
理
的 

自
覚
が

、
「
機
の
深

信
」

の
自
力
無
効
と
い
う
宗
教
的
自
覚
に
展
開
す

る 

プ
ロ
セ
ス
を
話
し
た
。

あ
と

の
質
疑
応
答
で
ほ
と
ん
ど
時
間
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

二
河
白 

道
の
喩
に
つ
い
て

説
明
す

る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
私

の

経

験
で

は

、
 

二
河
白
道
の
喩
は
、

ア
メ
リ
カ
人
に
浄
土
教
の
信
仰
的
構
造
を
理
解
し
て



も
ら
う
に
は
、

と
て
も
具
体
的
な
物
語
で
あ
る
と
思
う
。
今
回
は

、

ス
ラ 

イ
ド
を
使
っ
た
ら
ど
う
か
と
考
え
て
、

旧
友
の
ア
ラ
ン
・
ア
ン
ド
リ
ウ
ス 

氏
(

ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
大)

に
依
頼
し
て
、

二

河

白

道

図

の

ス

ラ

イ

ド

・
フ
ィ 

ル
ム
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
活
用
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。

四
月
十
九
日 

キ
ャ
ン
パ
ス
が
隣
接
す
る
メ
ン
ド
ー
タ
湖
の
氷
が
と
け 

て
湖
水
が
青
々
と
ひ
ろ
が
っ
た
の
は
去
る
三
月
二
十
七
日
で
あ
っ
た
が
、
 

も
う
い
き
な
り
初
夏
に
入
っ
た
よ
う
な
陽
気
で
あ
っ
た
。

メ

モ

リ

ア

ル

・
 

ユ

ニ

オ

ン(

学
生
会
館)

一
階
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
の
前
に
は
長
蛇
の
列 

が
で
き
た
。

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
に
は
春
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ 

匕
。

こ

の

日

か

ら

第

三

部

の

『ー
ー6 ^

9311 056 
5
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'
件の

1111:了
3は

0115  
(

日 

本
に
お
け
る
浄
土
教
の
大
成)

に
入
っ
た
。

と
い
っ
て
も
、

日
本
浄
土
教
に 

つ
い
て
は
、
今
回
と

来
週
の
二
回
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。 

清
田
先
生
は
、

日
本
浄
土
教
の
パ
ー
ト
に
も
っ
と
時
間
を
か
け
た
か
っ
た 

と
洩
ら
し
て
お
ら
れ
た
が
、
も
は
や
ど
う
に
も
な
ら
な
か
つ
た
。 

セ
ミ
ナ
ー
の
当
日
は
、
法
然
浄
土
教
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な 

っ
て
い
た
。

法
然
の
書
物
の
翻
訳
は
、
古
い
所
で
は
、

コ

ー

ツ

・
石
塚
共 

訳

;

=
0

ミ

运

き

8

父00
3

近
5

。
さ
厂!

!

ナ
^

6  

〇
,

盒
&

ミ3
1-0

こ 

が 

あ
り
、

ま
た
新
し
い
所
で
は
、
雑

誌

『
ザ

・
ピ

ュ

ア

ー

・
ラ
ン
ド
』

に
、
 

近
藤
・
モ
リ
ス
両
氏
の
手
で
〈
？
ミ
む
。
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一
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島
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ミ
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53
求
こ 

(

一
九
八
三
年
六
月
〜)

が
訳
載
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、

ア
ン
ド
リ
ウ
ス
氏
な 

ど
も
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
法
然
に
お
い
て
、
浄
土
教
が
浄
土
宗
と
し

て
独
立
し
、

日
本
仏
教
が
一
大
転
回
を
遂
げ
た
意
義
に
つ
い
て
紹
介
す
る 

こ
と
に
し
た
。

そ
こ
で
、
第

一

に

、
法
然
に
と
っ
て
な
ぜ
浄
土
門
だ
っ
た 

の
か
、
第

二

に

、
法
然
は
浄
土
へ
の
道
を
ど

の
よ
う
に
歩
ん
だ
か
、

と
い 

う
こ
と

に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

い
ず
れ
も
浄
土
教
の
え
ら 

び

の

問

題

に

か

か
わ

っ
て

い

る
が

、

私

は

、
『
選
択
集
』

の
聖
浄
二
門
判 

と
総
結
三
選
の
文
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
レ
ジ
メ
と
し
た
。 

第

一

の

、
法
然
に
と

っ
て
な
ぜ
浄
土
門
だ
っ
た
の
か!

で
は
、

聖
浄 

二

門

判

に

引

用

さ

れ

て

い

る

『
安
楽
集
』

の
一
節
に
照
ら
し
て
、
法
然
の 

捨
聖
帰
浄
の
背
景
に
時
機
の
思
想
が
あ
る
こ
と

に
注
意
し
、
法
然
教
学
が 

一
種
の
危
機
神
学
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
、
法
然
の
危
機
意
識
に 

つ
い
て
略
述
し
た
。

『
安
楽
集
』

の
危
機
思
想
に
関
し
て
は
、

米
国
で
は 

た

と

え

ば

ハ

ワ

イ

大

学

の

デ

ビ

ッ

ド

・
チ

ャ

ペ

ル

教

授

に

よ

り0
0

7

 

5
0
7
号

0
4

ぎ̂

〇
一
き 

总
ミ3 

0
へ

爰

00
11

方
も 

な
る
論
文
が
書
か
れ
、
 

そ
の
鎌
倉
仏
教
に
与
え
た
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

第

二

の

、
法
然
は
浄
土
へ
の
道
を
ど
う
歩
ん
だ
か
——

で
は
、

歴
史
的 

側

面

に

言
及
す
れ
ば
、

問
題
の
所
在
が
い
さ
さ
か
具
体
化
で
き
る
で
あ
ろ 

う
と

考
え
て

、
平
安
仏
教
の
複
合
性
と
法
然
の
専
修
念
仏
思
想
の
果
し
た 

役
割
に
つ
い
て
ふ
れ

た
。

そ
の
際
、
法
然
の
選
択
思
想
を
総
括
三
選
の
文 

に
照
し
て
説
明
し
た
。

こ
の
日
は
、

日
本
人
在
学
生
の
後
根
定
璽
氏
が
、
浄
土
教
を
自
分
の
研 

究
課
題
と

し
て

い
る
関
係
で

、

い
く
つ
か
有
益
な
意
見
を
出
し
て
く
れ
た
。 

彼
と

は

、
毎

週

日

曜

、
私

の

い

る

ア

パ

ー

ト

の

一

室

で

『
般
舟
三
昧
経
』 

を
一
緒
に
勉
強
し
た
。
楽
し
い
想
い
出
で

あ
る
。

四

月

二

十

六

日

こ

の

日

の

セ

ミ

ナ

ー

で

、
わ
れ
わ
れ
谷
大
陣
の
担
当



す
る
パ
ー
ト
は
終
っ
た
。
紀
念
写

真
を
撮
っ
た
あ
と
、

ま
ず
宮
下
氏
が
、
 

浄
土
の
概
念
に
つ
い
て
、

い
わ
ば
締
め
の
意
味
で
、
再
度
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー 

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
仏
教
学

の
領
域
で

は
、

こ
れ
ま
で
浄
土
に
つ
い
て
、
 

い
く
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。
今
想
い
出
す
と
こ
ろ
で
は
、

た
と
え 

ば

、
初
期
仏
教
の
宀
，

ミ

ミ

と

浄

土

教

の

盒

ど

る

の
タ
イ
・
ア
ッ
プ
を 

ど
う
考
え
る
か
。
マ
し
一
ボ 

!
^
3
1
」

〇-
と 

0
7

ミ2

ミ
ミ
〇
ぬ0 

に
ど
う
い
う
リ
ン
ク 

が
あ
る
か
。
マ

き

1
.
3

是

な

る

訳

語

は

是

か

非

か

。

「
福

田

」
(
復

芒

亨 

拆

爰

。)

と
の
関
連
に 

つ
い
て
。

9

日̂

6
6
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2
1
1
1
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と

0
1
1
!
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と

!
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^
1
1
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と
の
関
係
は
ど
う
か
。

『
ハ
千
頌
般
若
』

の
浄
土
教
的 

位
置
。

こ
ん
な
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。 

真
宗
学

の
領
域
で

は
、
浄
土
の
解
釈
お
よ
び
解
釈
史
の
問
題
が
デ
ィ
ス 

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
爼
上
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。

具
体
的
に
三
経
七
祖
の
浄
土
観 

に
つ
い
て
の
突
っ
こ
ん
だ
議
論
が
展
開
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

た
と
え 

ば
、

三

部

経

の

浄

土

観

と

『
維
摩
経
』

な

ど

の

「
唯
心
的
」
浄
土
観
と
の 

差
異
。
浄
土
の
本
質
は
、

フ
ィ
ジ
カ
ル
な
も
の
か
、

メ
タ
フ
ィ
ジ
カ
ル
な 

も
の
か
、

メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
も
の
か
。
浄
土
建
立
の
理
由
と
目
的
。

三 

部

経

の

「
安
養
」

や

「
極
楽
」

に

対

し

て

「
浄
土
」

な
る
語
が
曇
鸞
以
後 

歴
史
的
に
定
着
し
て
き
た
の
は
な
ぜ
か
。
浄
土
と
涅
槃
と
の
関
係
。

西
洋 

の

創

造

神

話

と

『
大
経
』

の
浄
土
神
話
の
比
較
。

…
… 

宮
下
氏
は
、

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ 

ル

を

も

っ

た

「
浄
土
」

の 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
も
っ
と
テ
キ
ス
ト
の
文
脈
に
基
い
て
行
わ
れ
る
べ 

き
だ
と
か
ね
が
ね
主
張
し
て
い
た
。
氏
の
言
わ
れ
る
こ
と
は
尤
も
で
あ
っ 

た
と
思
う
。

こ
の
時
点
で
、

三
経
七
祖
の
浄
土
観
に
つ
い
て
一
々
テ
キ
ス 

ト
に
あ
た
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

も
は
や
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
が
、

そ
の
一
端
に
つ
い
て
だ
け
で
も
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
嬉
螂
の
斧 

に
も
似
た
行
為
で
あ
っ
た
が
、
私

は

、
浄
土
観
に
関
す
る
六
枚
ほ
ど
の
大 

雑

把
な
見
取
図
を

つ
く
っ
て
ク
ラ

ス
に
配
っ
て

み
た
。

5
0
ヨ

倖

ヨ

晶

亦 

了

ま
:

一
ー
3
1
1

コ
〇£

品 

の
気
持
か
ら
で
あ
っ
た
。
浄
土
を
人
間
成
就
の 

超

越
的
根
拠
と

し
、

こ
れ
を
現
在
の
身
に
行
証
す
る
親
鸞
の
あ
の
リ
ア
ル 

な
浄
土
観
に
つ
い
て
、
自
分
の
言
葉
で
語
り
う
る
力
が
欲
し
い
も
の
だ
と 

希
わ
れ

た
。

筆
端
い
さ
さ
か
傍
路
に
及
ん
だ
が
、
私

は

、
清

田

先

生
の
示
唆
も
あ
り
、
 

セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
、

『
教
行
信
証
』

の
四
法
の
意
味
体
系
を
ざ
っ
と

概 

観
し
て

み
る
こ
と
に
し
た
。

当

日
は
、
清

田
先
生
が
、

ご
自
分
の
ペ
ー
パ 

—
で

『
教
行
信
証
』

の
組
織
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
 

い
く
つ
か
の
質
問
を
さ
れ
た
。

時
間
の
関

係

上

、
私
の
ブ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、

ご
く
表
面
的
に
四 

法
の
意
義
を
な
ぞ
る
と
い
っ
た
態
の
も
の
に
留
ま
っ
た
が
、
私
は
ク
ラ
ス 

で
の
会
話
を
通
じ
て
、
親
鸞
の
大
行
の
概
念
の
独
自
性
に
改
め
て
眼
を
見 

張
る
思
い
が
し
た
。

「
大
行
」

は
、

か
の
大
拙
師
も
翻
訳
に
ご
苦
労
さ
れ 

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
名
号
の
思
想
を
西
洋
の
論
理
で
ど
う
表
現
す

る
か
。 

こ
れ
は
真
宗
学
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
親
鸞
の
教
学
を 

「
言
の
教
学

」

と
領
解
し
て
、
近
代
人
の
言
葉
で
語
っ
た
安
田
理
深
師
の 

お
仕
事
は
重
要
で
あ
る
と
思
っ
た
。

こ
の
日
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

三
十
分
延
長
し
て
五
時
半
に
終
了
し
た
。

五
月
三
日 

セ
ミ
ナ
ー
最
後
の
日
は
、
学
生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン



で
あ
っ
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
、

三
人
の
学
生
が 

発
表
し
た
。

⑴
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ハ
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こ
の
三
人
の
発
表
の
内
容
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
 

た
だ
ジ
ム
氏
の
発
表
に
は
い
さ
さ
か
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
一
言 

コ
メ
ン
ト
し
て
お
き
た
い
。

ジ
ム
氏
は
、

テ
ラ
バ
ー
ダ
仏
教
を
信
奉
す
る
白
人
の
学
生
で
あ
る
。

か 

っ
て
ス
リ
ラ
ン
カ
に
渡
り
僧
侶
に
な
っ
た
が
、
自
分
の
使
命
は
、
ア
メ
リ
カ 

に
テ
ラ
バ
ー
ダ
の
思
想
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
と
自
覚
し
て
帰
国 

し
、

目
下
こ
の
大
学
院
で
テ
ラ
バ
ー
ダ
仏
教
を
西
洋
哲
学
の
文
脈
で
再
考 

す
べ
く
研
究
し
て
い
る
。
清
田
先
生
に
よ
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
の
仏
教
研
究 

者
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
と
い
う
。
第

一

は

、
仏
教
を
合
理
的
体
系 

と
し
て
把
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
第

二

は

、
仏
教
を
純
粋
に
実
存
主
義 

と
し
て
把
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
(

参

照
:

N
1

 
巳
も7

5'
吕

1
3

亘
巳
计- 

身
ミ
2-
ご
。
こ-

に
疔
〇
〇
ー
ー
は
〇-
コ)

こ
の
清
田
先
生
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
し
た
が

う
な
ら

、

ジ
ム
は
、
前
者
に
属
す
る
タ
イ
プ
の
学
生
で
あ
る
。 

セ
ミ
ナ
ー
の
間
、

テ
ラ
バ
ー
ダ
仏
教
を
仏
教
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
と
信 

ず
る
ジ
ム
氏
は
、

そ
れ
以
外
の
仏
教
、
浄
土
教
に
対
し
て
極
め
て
批
判
的 

で
あ
っ
た
。

彼
の
純
粋
な
性
格
は
好
ま
し
い
も
の
で

あ
っ
た
が
、

そ
の
あ 

ま
り
に
も
セ
ク
タ
リ
ア
ン
な
彼
の
仏
教
観
か
ら

、
他
の
学
生
の
猛
反
発
を 

受
け
た
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

こ
の
日
の
発
表
も
、

も

っ

ぱ

ら

彼

の

尊

敬

す

る

デ

ビ

ッ

ド

・
カ
ル
バ
ー 

ハ
ナ
博
士 
(

ハ
ワ
イ
大)

の
所
説
に
則
っ
て
、
論
理
学
の
方
法
を
と
り
つ
つ 

浄
土
教
を

批
判
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

そ
の
方
法
を
と
や
か
く
言
う
の
で 

は

な

い

が

、

私

が

気

に

な

っ

た

の

は

、

ジ

ム

の

テ

ー

マ
&

民
#

孳
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茸0
1
7
8

巴

コ

亠&

比
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(

仏
教
的
伝
統)

に
つ
い
て
で
あ
る
。

一
体
、
仏 

教
的
伝
統
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

西
洋
的
仏
教
史
観
を
典
型
的
に
示
す
の
は
、

ジ
ム
氏
の
よ
う
に
、

原
始 

仏

教(

テ
ラ
バ
ー
ダ
を
含
め
て)

こ
そ
根
本
仏
教
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ 

る
。

こ
の
考
え
方
で
ゆ
く
と
、

イ
ン
ド
仏
教
が
中
国
に
入
っ
て
変
質
し
、 

さ
ら
に
日
本
に
入
っ
て
変
質
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち'

イ 

ン
ド
仏
教
の
大
河
が
、
中

国
に
入
っ
て

分
流
し
、

日
本
に
入
っ
て
さ
ら
に 

細

く
な
っ
た
、
あ
る
い
は
、

イ
ン
ド
仏
教
が
中
国
に
入
っ
て
中
身
が
薄
く 

な
り
、

さ
ら
に
日
本
で
薄
ま
っ
た
、

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

ウ
ィ
ス
コ 

ン
シ
ン
の
仏
教
学
生
の
間
で
は
、

ジ
ム
氏
は
例
外
的
で
あ
っ
た
。

が
、

西 

洋
的
仏
教
史
観
の
多
く
は
こ
の
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
仏
教
的
伝
統
の
原
点
を

原
始
仏
教
に
み
て
ゆ
く
立
場
で
あ
る
。 

し
か
し
こ
う
い
う
見
方
と
対
照
的
な
の
が
親
鸞
の
仏
教
史
観
で
あ
る
。
仏 

教
の
歴
史
を
念
仏
流
伝
の
歴
史
と

み
る
親
鸞
は
、

イ
ン
ド
で
明
ら
か
に
な



ら
な
か
っ
た
念
仏
の
教
え
が
、
中
国
で
明
ら

か
に
な
り
、

さ
ら
に
日
本
の 

法
然
に
至
っ
て
一
層
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
。 

(

参
照
、
曾
我
量
深
『
親
鸞
の
仏
教
史
観
』)

仏

教

的

伝

統
と

は

何

か?

親

鸞

の

仏
教
史
観
は
、
西
洋
的
仏
教
史
観 

と
対
照
的
で
あ
る
。
私

は

、

ジ
ム
氏
の
発
表
を
聞
き
な
が
ら
、
仏
教
的
伝 

統
に
お
け

る
解
釈
学

的
規
準(

聲
!
!

!

呂

理

〇-
巴

き
@

3
)

の
も
つ
意
味
に 

つ
い
て
、

し
き
り
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

-
-

か
く
し
て
、
厳
し
い
冬
に
始
ま
っ
た
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
・
セ
ミ
ナ 

—
は
、

リ
ン
ゴ
の
木
々
が
可
隣
な
花
を
つ
け
る
頃
、

一
応
そ
の
幕
を
閉
じ 

た
の
で
あ
る
。

記
す
べ
き
こ
と
の
何
分
の
ー
も
記
し
て
い
な
い
が
、
限
ら
れ
た
紙
数
も 

超
過
し
て
し
ま
っ
た
。

ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
拙
文
を
閉
じ
た
い
。

以
上
の
メ 

モ
的
な
文
章
を
書
き
連
ね
な
が
ら
、
先
生
は
じ
め
多
く
の
学
友
の
顔
が
ふ 

た
た
び
私
の
脳
裏
に
浮
か
び
あ
が
り
、
様
々
な
感
慨
が
交
錯
し
た
。
愉
快 

な
想
い
出
と
と
も
に
、
私
が
直
面
し
た
甘
く
な
い
現
実
の
あ
れ
こ
れ
の
記 

憶

が

、
古
い
傷
口
が
疼
く
よ
う
に
蘇
っ
て
き
た
。

し
か
し
あ
の
半
年
の
あ 

い
だ
私
を
導
い
て
下
さ
っ
た
方
々
、
清

田

先

生

、

同
僚
の
宮
下
先
生
、
後 

根
さ

ん

、

ビ
ル
さ
ん
な
ど
多
く
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
を
忘
れ
て
は
な

ら

ぬ
と

私
は
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。

と
り
わ
け
清
田
先
生
ご
夫
妻 

か
ら
賜
わ
っ
た
ご
芳
情
は
決
し
て
私
が
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。 

セ
ミ
ナ
ー
で
の
先
生
の
有
益
な
ご
教
示
は
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
い
が
、 

生
活
面
で
は
ご
夫
妻
に
随
分
心
配
を

お
か
け

し
た
。

ノ

ー

・
カ
ー
、

ノ
ー 

・
ワ
イ
フ
と
い
う
む
さ
苦
し
い
単
身
赴
任
者
で
あ
る
私
も
、
数
々
の
お
心 

配
り
を

受
け
て

、

不
慣
れ
な
外
国
生
活
を
ど
う
や
ら
乗
り
切
る
こ
と
が
で 

き
た
。

先

生

は

、
ぐ
う
た
ら
な
こ
の
中
年
男
が
少
し
で
も
規
則
正
し
く
健
康
に 

毎
日
の
生
活
を

送
れ

る
よ
う
に
と

、
毎
週
二
回
剣
道
の
手
ほ
ど
き
ま
で
し 

て
下
さ
っ
た
。

ま
さ
か
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
で
半
年
間
竹
刀
を
振
る
破
目
に 

な
ろ
う
と
は
、

つ
ゆ
思
わ
な
か
っ
た
。
私
は
何
と
日
本
に
防
具
ま
で
発
注 

し
た
の
で
あ
る
。
(

詳
細
を
述
べ
る
の
は
控
え
る
が
、

〇
ミ
言
お
抑〇

!！

ぼ

7

こ
。 

〇̂
^

で
得
た
教
訓
、

若
い
人
た
ち
の
友
情
は
生
涯
忘
れ
え
ぬ
想
い
出
と
し
て
深
く 

心
に
残
る
で
あ
ろ
う
。)

は
る
か
京
都
か
ら
清
田
先
生
ご
夫
妻
の
ご
清
祥
を
念 

じ
つ
つ
筆
を
擱
く
。

な
お
今
回
の
北
米
体
験
の
総
括
と
し
て
、
私
は
、
さ

き

に

『
研
究
所
報
』 

N
9

一
4  

(

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
発
行)

に

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
真 

宗

学

の

動

向

」

と
題
す
る
報
告
を
載
せ
た
。
併
せ
て
お
読
み
い
た
だ
け
る 

な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。


